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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期
第２四半期
連結累計期間

第51期
第２四半期
連結累計期間

第50期

会計期間

　自　2011年
４月１日

　至　2011年
９月30日

　自　2012年
４月１日

　至　2012年
９月30日

　自　2011年
４月１日

　至　2012年
３月31日

売上高（千円） 23,670,59624,361,36347,774,964

経常利益（千円） 1,745,3931,834,9353,558,699

四半期純利益又は当期純損失（△）（千円） 1,080,4201,000,854△855,805

四半期包括利益又は包括利益（千円） 1,102,552958,206△869,817

純資産額（千円） 16,770,22015,303,44614,571,475

総資産額（千円） 78,103,12085,586,24875,382,624

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）

（円）
42.95 39.79 △34.02

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 21.5 17.9 19.3

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 290,674△2,333,1892,292,645

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △220,057△2,512,290△516,788

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △359,6675,676,509△2,369,988

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,997,5072,523,4561,692,426

回次
第50期
第２四半期
連結会計期間

第51期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

　自　2011年
７月１日

　至　2011年
９月30日

　自　2012年
７月１日

　至　2012年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 25.46 20.21

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第50期第２四半期連結累計期間及び第51期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第50期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であり、また、希薄

化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、前田機工株式会社及びその子会

社である株式会社トライアップ並びに株式会社ジコー及びその子会社である株式会社ジコーテック、株式会社ジコー

ポリマー、ジコーインターナショナルＬＴＤ．を子会社化したことに伴ってセグメントの見直しを行い、「機械工具

販売事業」と「合成樹脂事業」を新たに報告セグメントといたしました。

　この結果、2012年９月30日現在では、当社グループは、当社及び子会社14社により構成されることとなり、リース事

業、自動車メンテナンス受託事業、燃料販売事業、ケミカル事業、パーキング事業、機械工具販売事業、合成樹脂事業の

７事業を営むこととなりました。なお、当該７事業はセグメント情報における区分と同一であります。

　当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。

報告セグメント名称 報告セグメントの内容 主な関係会社

リース事業 　自動車リース、機器及び各種動産の

リース、レンタル業、カーシェアリン

グサービスの提供並びにリース満了

車等の処分

㈱イチネン

野村オートリース㈱

アルファオートリース㈱

㈱イチネンカーシェアリング

自動車メンテナンス受託事業 　自動車メンテナンスの受託及びこれ

に付随する中古自動車の販売業務、自

動車の点検、法定点検及び整備等の自

動車整備業

㈱イチネン

イチネンＢＰプラネット㈱

燃料販売事業 　石油燃料の販売及びガソリン給油

カードの募集

㈱イチネン

ケミカル事業 　ケミカル製品（自動車用、機械・設

備用、工業用等）の製造・販売

㈱タイホーコーザイ

パーキング事業 　来客用駐車場及びコイン駐車場の運

営

㈱イチネンパーキング

機械工具販売事業 　機械工具及び自動車整備工具の販売 前田機工㈱

㈱トライアップ

合成樹脂事業 　合成樹脂製品の設計・製造・販売、

合成樹脂の再生加工及び合成樹脂原

料の販売

㈱ジコー

㈱ジコーテック

㈱ジコーポリマー

ジコーインターナショナルＬＴＤ．

　また、上記に含まれない事業の内容は次のとおりであります。

 事業の内容 主な関係会社

その他 　卸売自動車用品の販売業務、損害保

険代理店業務、不動産の賃貸及び管理

㈱イチネン

㈱セレクト
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　主な事業系統図は次のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクは、次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び関係会社）が

判断したものであります。

(1）遊技機業界に対する法的規制、自主規制について

　当社グループの合成樹脂事業が行っている遊技機メーカーへの合成樹脂製品の販売は、直接的に法的規制を受け

ておりませんが、遊技機メーカーは「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」に基づき、「国家公安

委員会規則」（遊技機の認定及び型式の検定に関する規則）による法的規制を受けています。また、当社の製品の

最終ユーザーである遊技場は、「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」の許認可及び「都道府県条

例」の規制を受けています。さらに、過度な射幸性を抑制する目的から、遊技機メーカー、遊技場、販売業者に対して

業界団体が自主規制を行う場合があります。

　これら規制により遊技機の需要が変化することにともない、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性がありま

す。
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２【経営上の重要な契約等】

　当社は、2012年９月27日開催の取締役会において、株式会社ジコーの株式を同日付で取得することを決議し、同日付

で株式譲渡契約を締結いたしました。

(1）株式取得の理由

　当社グループは、自動車マーケットにおける収益基盤を主軸としながらも、既存の事業領域の枠にとらわれず、幅

広くお客様に「快適さ」を提供し、社会に貢献できる事業の拡大を目指したいと考えており、そのためには、当社グ

ループの事業ポートフォリオを変更し、積極的な新規事業セグメントへの参入が不可欠であると認識しておりま

す。

　このたび、株式を取得いたしました株式会社ジコーは、合成樹脂製品の設計・製造・販売、合成樹脂の再生加工及

び合成樹脂原料の販売等を展開しており、従来の当社グループには無い事業領域での製品開発力や技術力に加え、

磐石な営業基盤を有する企業であります。今後、同社の事業を当社グループの新規事業と位置付け、当社グループの

経営資源を投入することで、より一層の事業の拡大を目指してまいります。

(2）株式取得の相手の名称

田村 昭夫氏、田村 朋子氏、長嵜 和子氏

(3）株式取得する会社の名称、事業内容、規模

ア．名称 ：株式会社ジコー

イ．事業内容 ：合成樹脂製品の設計・製造・販売

  合成樹脂の再生加工及び合成樹脂原料の販売

ウ．規模 ：資本金　　　  167百万円

  純資産　　　  662百万円（2012年３月期）

  総資産　　　2,538百万円（2012年３月期）

  売上高　　　6,441百万円（2012年３月期）

  当期純利益　  242百万円（2012年３月期）

(4）株式取得の時期

ア．取締役会決議 ：2012年９月27日

イ．株式譲渡契約締結日 ：2012年９月27日

ウ．株式取得日 ：2012年９月27日

(5）取得する株式数、取得価額及び取得後の持分比率

ア．取得株式数 ：285,000株

イ．取得価額 ：1,900百万円

ウ．取得後の持分比率 ：100％

(6）資金の調達方法

自己資金及び銀行借入
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（2012年４月１日～2012年９月30日）におけるわが国経済は、東日本大震災からの復

興関連需要などから堅調に推移するものの、欧州諸国における債務問題の長期化、中国経済の減速など、先行きにつ

いては依然として不透明な状況が続いております。

　このような状況の下、当社グループは、株式会社イチネンホールディングスを純粋持株会社とし、傘下の各事業会

社が独立経営を進めながら、グループ一体経営を推進しております。

　現在、「リース事業」、「自動車メンテナンス受託事業」、「燃料販売事業」、「ケミカル事業」、「パーキング事

業」の各事業を展開しており、「カーシェアリング事業」、「機械工具販売事業」、「合成樹脂事業」にも参入して

おります。

　当第２四半期連結累計期間の連結売上高は、243億61百万円（対前年同期比2.9％増）、営業利益は20億6百万円

（対前年同期比6.3％増)、経常利益は18億34百万円（対前年同期比5.1％増）、四半期純利益は10億円(対前年同期

比7.4％減）となりました。

　各セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、下記のセグメント別売上高は、内部売上高消去前の金額であ

ります。

＜リース事業＞

　リース事業におきましては、中小口規模の企業を中心にリース化の進んでいない車両需要先をターゲットに新規

販売を積極的に行いリース契約の増加に努め、既存顧客との取引深耕にも注力いたしました。また、依然としてリー

ス契約車両は小型化傾向にありますが、エコカー補助金による新車入替効果もあり、契約台数が順調に伸長いたし

ました。

　この結果、2012年９月末現在リース契約台数は58,849台（対前期末比856台増）となり、リース契約高は120億16百

万円（対前年同期比22.6％増）、リース未経過契約残高は461億92百万円（対前期末比3.1％増）となりました。

　損益面では、低年式・走行過多車両の入替えを促進し、メンテナンスコストの抑制に注力し、採算販売の徹底によ

り売上総利益率の改善に取り組んでまいりました。この結果、売上高は117億37百万円（対前年同期比3.9％増）、セ

グメント利益は7億68百万円（対前年同期比20.5％増）となりました。

　なお、2011年１月より参入いたしましたカーシェアリング事業については、早期に軌道に乗せることを目指し、会

員獲得に努めております。

＜自動車メンテナンス受託事業＞

　自動車メンテナンス受託事業におきましては、当社グループ独自の強みである高点検率、営業品質を追求しなが

ら、契約台数、契約残高の増加に努めてまいりました。また、メンテナンスコストの増加要因となる低年式・走行過

多車両の入替えを促進し、メンテナンスコストの抑制に注力し、不採算契約の改善並びに走行距離に応じた料金設

定を行い、収益向上に努めてまいりました。

　この結果、メンテナンス受託契約高は29億37百万円（対前年同期比18.7％増）、メンテナンス未経過契約残高は69

億41百万円（対前期末比8.6％増）となりました。

　損益面では、引き続き徹底した不採算取引の改善を行いました。また、中古自動車の販売数量は堅調に推移いたし

ましたが、エコカー補助金の影響により中古車市場の相場下落の影響を受けました。この結果、売上高は40億27百万

円（対前年同期比4.4％増）、セグメント利益は2億86百万円（対前年同期比6.8％増）となりました。

＜燃料販売事業＞

　燃料販売事業におきましては、主力である自動車用燃料給油カードは、付加価値の高いサービスを顧客に提供し、

他社との差別化を図ることにより、新規顧客獲得並びに販売数量の確保に注力いたしました。

損益面では、自動車用燃料給油カードの販売価格の調整を適時・適切に実施しましたが、好調に推移した前年同

期に、若干及びませんでした。

　この結果、売上高は12億38百万円（対前年同期比9.6％減）、セグメント利益は3億20百万円（対前年同期比7.0％

減）となりました。
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＜ケミカル事業＞

　ケミカル事業におきましては、工業薬品関連では、主力製品の燃料添加剤の販売数量は前年同期比で増加となりま

した。また、化学品関連では、機械工具商向け化学品やホームセンター等で販売される個人向け自動車ケミカル製品

等は好調に推移いたしましたが、防水型携帯電話部品関連でスマートフォン向けの受注台数がやや減少しました。

　この結果、売上高は53億43百万円（対前年同期比0.7％減）、セグメント利益は3億68百万円（対前年同期比8.3％

減）となりました。

＜パーキング事業＞

　パーキング事業におきましては、中長期的に安定した収益基盤を築くため、更なる駐車場数の拡大と引き続き不採

算駐車場の採算改善を行い、駐車場個々の収益向上に努めてまいりました。

　この結果、2012年９月末現在駐車場管理件数は669件（対前期末比48件増）、管理台数は17,157台（対前期末比

1,047台増）となりました。

　損益面では、既存駐車場の収益改善策として、周辺店舗への駐車チケットの販売、月極契約の募集や駐車料金の見

直し等、売上拡大策を講じるとともに、運営コストの低減を図ってまいりました。また、新規駐車場が堅調に増加い

たしました。

　この結果、売上高は18億54百万円（対前年同期比5.9％増）、セグメント利益は1億49百万円（対前年同期比1.4％

増）となりました。

＜その他＞

　その他におきましては、卸売自動車用品の販売高が好調に推移いたしました。また、保険等も安定した収益を確保

いたしました。

　この結果、売上高は4億16百万円（対前年同期比77.0％増）、セグメント利益は1億8百万円（対前年同期比30.4％

増）となりました。

(2）財政状態の分析

＜資産の状況＞

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は362億4百万円となり、前連結会計年度末残高310億84百万

円と比べて51億20百万円増加いたしました。これは連結子会社の取得等に伴う「受取手形及び売掛金」の増加33億

54百万円、「現金及び預金」の増加8億49百万円及び「商品及び製品」の増加9億15百万円、自動車税の納付による

「前払費用」の増加6億43百万円、ファイナンス・リース取引の契約残高の減少による「リース投資資産」の減少5

億50百万円が主な要因であります。

　固定資産の残高は493億49百万円となり、前連結会計年度末残高442億56百万円と比べて50億93百万円増加いたし

ました。これはオペレーティング・リース取引の契約増加による「賃貸資産」の増加26億7百万円、連結子会社の取

得等に伴う「土地」の増加4億26百万円、有形固定資産の「その他」の増加8億86百万円及び「のれん」の増加7億

64百万円、「投資有価証券」の購入等による増加2億73百万円が主な要因であります。

　繰延資産の残高は31百万円となり、前連結会計年度末残高41百万円と比べて9百万円減少いたしました。

　以上の結果、資産合計は当第２四半期連結会計期間末残高855億86百万円となり、前連結会計年度末残高753億82百

万円と比べて102億3百万円増加いたしました。

＜負債の状況＞

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は393億46百万円となり、前連結会計年度末残高309億67百

万円と比べて83億79百万円増加いたしました。これは、「短期借入金」の増加32億2百万円、「コマーシャル・ペー

パー」の増加15億円、「1年内償還予定の社債」の増加9億60百万円、「1年内返済予定の長期借入金」の増加6億3百

万円、連結子会社の取得等に伴う「支払手形及び買掛金」の増加21億24百万円が主な要因であります。

　固定負債の残高は309億35百万円となり、前連結会計年度末残高298億44百万円と比べて10億91百万円増加いたし

ました。これは「長期借入金」の増加27億91百万円、「社債」の減少18億80百万円が主な要因であります。

　以上の結果、負債合計は当第２四半期連結会計期間末残高702億82百万円となり、前連結会計年度末残高608億11百

万円と比べて94億71百万円増加いたしました。

＜純資産の状況＞

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は153億3百万円となり、前連結会計年度末残高145億71百万円と

比べて7億31百万円増加いたしました。これは、「四半期純利益」の計上による「利益剰余金」の増加10億円、配当

金の支払による「利益剰余金」の減少2億26百万円が主な要因であります。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物の四半期末残高は、前連結会計年度末よ

り8億31百万円増加し、25億23百万円になりました。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

　営業活動によるキャッシュ・フローは、△23億33百万円（前年同期は2億90百万円）となりました。これは主に、

「税金等調整前四半期純利益」が17億94百万円となったこと、オペレーティング・リース取引の契約増加により

「賃貸資産の純増減額（△は増加）」△56億68百万円が「減価償却費」34億95百万円を上回ったこと、自動車税の

納付による前払費用の増加等により「その他」が△11億37百万円となったこと及び「法人税等の支払額」△8億28

百万円によるものであります。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

　投資活動によるキャッシュ・フローは、△25億12百万円（前年同期は△2億20百万円）となりました。これは主に、

機械工具販売事業及び合成樹脂事業に係る「連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出」△16億77百

万円、パーキング事業における機器及び構築物の購入等による「有形及び無形固定資産の取得による支出」

△7億32百万円及び「投資有価証券の取得による支出」△2億21百万円によるものであります。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

　財務活動によるキャッシュ・フローは、56億76百万円（前年同期は△3億59百万円）となりました。これは主に、

「借入れによる収入」142億21百万円が「借入金の返済による支出」△88億29百万円を上回ったこと、「コマー

シャル・ペーパーの発行による収入」240億円が「コマーシャル・ペーパーの償還による支出」△225億円を上

回ったこと及び「社債の償還による支出」△9億20百万円によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した当社グループが対処すべき課題は、次のとおりであります。

①機械工具販売事業におきましては、自動車関連工具が４割、一般機械工具が６割を占めております。このバランス

を維持しつつ、積極的に取扱メーカーの増加による商品調達力の強化、取扱アイテムの拡充、車体整備関連でのオ

リジナル製品の開発を促進し、マーケットシェアの拡大を目指してまいります。また、本部での商品一括仕入機能

を強化し、商品調達コストの軽減を図るとともに、商品センター等物流機能を充実させ、収益構造の向上を推進し

てまいります。

②合成樹脂事業におきましては、合成樹脂の再生加工については、継続して安定的収益の確保を目指します。遊技機

業界への合成樹脂製品の販売については、新規顧客の拡大を図るとともに、品質改善に努めます。また、科学計測

器、セラミックヒーター、ＬＥＤ照明の設計・製造・販売等、新製品の開発及び新規事業への取組みも積極的に推

進してまいります。　

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1億77百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(6）従業員数

2012年９月30日現在

セグメントの名称 従業員数（人）

リース事業 182(－)

自動車メンテナンス受託事業 50 (5)

燃料販売事業 23 (5)

ケミカル事業 250(14)

パーキング事業 15(26)

機械工具販売事業 87 (3)

合成樹脂事業 66 (2)

報告セグメント計 673(55)

その他 6 (－)

全社（共通） 56(－)

合計 735(55)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に年間の平均人員（１日勤務時間８時間換算）を外数で

記載しております。

２．上記従業員数には、嘱託・契約社員93名は含まれておりません。

３．全社（共通）として記載している従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属しているもの

であります。

４．当第２四半期連結累計期間において、前田機工株式会社及びその子会社である株式会社トライアップを子会社

化したことに伴い、機械工具販売事業で87名（うち、臨時雇用者3名）増加しております。また、株式会社ジコー

及びその子会社である株式会社ジコーテック、株式会社ジコーポリマーを子会社化したことに伴い、合成樹脂

事業で66名（うち、臨時雇用者2名）増加しております。

(7）生産、受注及び販売の状況

①生産実績

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間
（自　2011年４月１日
至　2011年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2012年４月１日
至　2012年９月30日）

前年同四半期比
（％）

リース事業（千円） － － －

自動車メンテナンス受託事業（千円） － － －

燃料販売事業（千円） － － －

ケミカル事業（千円） 2,002,753 2,045,793 102.1

パーキング事業（千円） － － －

機械工具販売事業（千円） － － －

合成樹脂事業（千円） － － －

報告セグメント計（千円） 2,002,753 2,045,793 102.1

その他（千円） － － －

合計（千円） 2,002,753 2,045,793 102.1

（注）１．金額は製品製造原価ベースで記載しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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②仕入実績

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間
（自　2011年４月１日
至　2011年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2012年４月１日
至　2012年９月30日）

前年同四半期比
（％）

リース事業（千円） 1,471,464 1,531,706 104.1

自動車メンテナンス受託事業（千円） 2,981,009 3,155,781 105.9

燃料販売事業（千円） 741,644 671,146 90.5

ケミカル事業（千円） 1,078,205 968,726 89.8

パーキング事業（千円） 1,296,581 1,358,953 104.8

機械工具販売事業（千円） － － －

合成樹脂事業（千円） － － －

報告セグメント計（千円） 7,568,906 7,686,314 101.6

その他（千円） 95,824 254,830 265.9

合計（千円） 7,664,730 7,941,144 103.6

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．その他の仕入実績が前年同四半期に比べて増加しているのは、卸売自動車用品仕入高の増加によるものであり

ます。

③販売実績

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間
（自　2011年４月１日
至　2011年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2012年４月１日
至　2012年９月30日）

前年同四半期比
（％）

リース事業（千円） 11,225,224 11,664,797 103.9

自動車メンテナンス受託事業（千円） 3,722,540 3,871,359 104.0

燃料販売事業（千円） 1,359,829 1,214,090 89.3

ケミカル事業（千円） 5,382,212 5,343,583 99.3

パーキング事業（千円） 1,745,579 1,851,282 106.1

機械工具販売事業（千円） － － －

合成樹脂事業（千円） － － －

報告セグメント計（千円） 23,435,386 23,945,113 102.2

その他（千円） 235,210 416,249 177.0

合計（千円） 23,670,596 24,361,363 102.9

（注）１．総販売実績に対し10％以上に該当する販売先はありません。

２．金額については、セグメント間取引消去後の金額を記載しております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４．その他の販売実績が前年同四半期に比べて増加しているのは、卸売自動車用品販売高の増加によるものであり

ます。
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④リース事業セグメントの状況

ａ．リース契約の実行高

区分
前第２四半期連結累計期間
（自　2011年４月１日
至　2011年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2012年４月１日
至　2012年９月30日）

前年同四半期比
（％）

輸送用機器（千円） 9,790,682 12,013,763 122.7

その他（千円） 10,926 2,688 24.6

合計（千円） 9,801,608 12,016,452 122.6

（注）１．リース契約の実行高は、発生額より中途解約額を控除しております。

２．リース契約の実行高が前年同四半期に比べて増加しているのは、前年同四半期において東日本大震災の影響に

より新車入替時の納車が遅延した結果、再リース契約比率が上昇し、リース契約実行高が伸び悩んだことによ

るもの及び当四半期においてエコカー補助金による新車入替効果があったことによるものであります。

ｂ．未経過リース料四半期末残高相当額の期日別内訳

所有権移転外ファイナンス・リース取引

 
１年以内
（千円）

２年以内
（千円）

３年以内
（千円）

４年以内
（千円）

５年以内
（千円）

５年超
（千円）

合計
（千円）

前第２四半期連結会計期間末

（2011年９月30日現在）
6,531,8144,710,5593,288,6572,093,9841,051,199299,66817,975,883

当第２四半期連結会計期間末

（2012年９月30日現在）
5,975,5594,555,0083,316,1662,109,3621,047,641303,66717,307,405

（注）未経過リース料の期日別内訳については、リース投資資産に係るリース料債権部分の決算日後の回収予定額を表示

しております。

オペレーティング・リース取引

 １年以内（千円） １年超（千円） 合計（千円）

前第２四半期連結会計期間末

（2011年９月30日現在）
5,220,532 8,475,748 13,696,280

当第２四半期連結会計期間末

（2012年９月30日現在）
6,088,034 10,363,453 16,451,487

ｃ．営業成績

 
売上高
（千円）

売上原価
（千円）

差引利益
（千円）

資金原価
（千円）

売上総利益
（千円）

営業資産
平均残高
（千円）

利益率
（％）

前第２四半期連結累計期間

（自　2011年４月１日

至　2011年９月30日）

11,301,6509,082,2832,219,367213,8102,005,55635,858,19111.2

当第２四半期連結累計期間

（自　2012年４月１日

至　2012年９月30日）

11,737,1179,505,4762,231,640180,8332,050,80739,557,41110.4
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⑤自動車メンテナンス受託事業セグメントの状況

ａ．メンテナンス契約の実行高

区分
前第２四半期連結累計期間
（自　2011年４月１日
至　2011年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2012年４月１日
至　2012年９月30日）

前年同四半期比
（％）

輸送用機器（千円） 2,473,487 2,937,186 118.7

合計（千円） 2,473,487 2,937,186 118.7

（注）メンテナンス契約の実行高は、発生額より中途解約を控除しております。

ｂ．未経過メンテナンス契約債権の期日別内訳

期別
１年以内
（千円）

２年以内
（千円）

３年以内
（千円）

４年以内
（千円）

５年以内
（千円）

５年超
（千円）

合計
（千円）

前第２四半期連結会計期間末

（2011年９月30日現在）
3,287,2101,512,654880,442531,411204,67743,3766,459,773

当第２四半期連結会計期間末

（2012年９月30日現在）
3,347,3381,618,046982,385615,971265,338112,9016,941,982
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2012年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2012年11月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 25,163,727 25,163,727

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株

計 25,163,727 25,163,727 ― ―

（注）「提出日現在発行数」欄には、2012年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2012年７月１日～

2012年９月30日
－ 25,163,727 － 2,529,135 － 4,155,974
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（６）【大株主の状況】

2012年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

第一燃料株式会社 大阪市淀川区西中島４丁目３番８号 2,350 9.34

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番１号 820 3.26

黒田　雅史 大阪府箕面市 755 3.00

黒田　和伸 兵庫県宝塚市 655 2.60

黒田　勝彦 兵庫県芦屋市 613 2.44

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 612 2.43

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 543 2.16

黒田　恭年 大阪府池田市 486 1.93

イチネン共栄会持株会 大阪市淀川区西中島４丁目10番６号 475 1.89

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 454 1.81

計 ― 7,766 30.86

（注）１．上記の三井住友信託銀行株式会社の所有株式に、信託業務に係る株式はありません。

２．三井住友信託銀行株式会社及びその共同保有者から、平成24年４月19日付の大量保有報告書（変更報告書）の

写しの送付があり、平成24年４月13日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けており

ますが、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株

主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内１丁目

４番１号
1,396 5.55

三井住友トラスト・アセット

マネジメント株式会社

東京都中央区八重洲２丁目

３番１号
38 0.15

日興アセットマネジメント

株式会社
東京都港区赤坂９丁目７番１号 41 0.16
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2012年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － ―

議決権制限株式（自己株式等） － － ―

議決権制限株式（その他） － － ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 10,900 － ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 25,134,000 251,340 ―

単元未満株式 普通株式 18,827 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 25,163,727 － ―

総株主の議決権 － 251,340 ―

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株含まれております。また、「議決

権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数11個が含まれております。

②【自己株式等】

2012年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社イチネン

ホールディングス

大阪市淀川区西中島

四丁目10番６号
10,900 － 10,900 0.04

計 ― 10,900 － 10,900 0.04

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第

64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2012年７月１日から2012年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2012年４月１日から2012年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(2012年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2012年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,702,426 2,551,869

受取手形及び売掛金 ※2
 5,855,602

※2
 9,210,577

リース・メンテナンス未収入金 1,755,711 1,951,808

リース投資資産 17,230,952 16,680,222

商品及び製品 728,103 1,643,682

仕掛品 75,321 73,037

原材料及び貯蔵品 238,991 280,743

前払費用 1,605,328 2,248,350

繰延税金資産 821,698 640,821

その他 1,071,522 942,771

貸倒引当金 △1,000 △19,200

流動資産合計 31,084,660 36,204,682

固定資産

有形固定資産

賃貸資産 46,183,463 49,180,411

減価償却累計額 △24,911,290 △25,300,869

賃貸資産（純額） 21,272,173 23,879,541

土地 9,001,386 9,428,204

その他 9,470,599 11,073,306

減価償却累計額 △5,859,213 △6,575,091

その他（純額） 3,611,385 4,498,214

有形固定資産合計 33,884,945 37,805,960

無形固定資産

のれん 4,781,111 5,545,782

その他 416,311 406,937

無形固定資産合計 5,197,423 5,952,720

投資その他の資産

投資有価証券 2,007,184 2,280,693

長期前払費用 1,062,254 1,126,445

繰延税金資産 915,057 814,583

その他 1,461,243 1,580,457

貸倒引当金 △271,793 △211,023

投資その他の資産合計 5,173,946 5,591,156

固定資産合計 44,256,315 49,349,837

繰延資産 41,648 31,728

資産合計 75,382,624 85,586,248
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2012年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2012年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 8,011,413

※2
 10,135,553

短期借入金 5,716,000 8,918,397

コマーシャル・ペーパー 1,000,000 2,500,000

1年内償還予定の社債 1,800,000 2,760,000

1年内返済予定の長期借入金 11,052,025 11,655,196

リース債務 574,041 507,831

未払法人税等 845,687 402,003

リース・メンテナンス前受金 698,512 649,569

賞与引当金 374,000 518,000

品質保証引当金 － 42,498

その他 895,426 1,257,835

流動負債合計 30,967,107 39,346,885

固定負債

社債 5,090,000 3,210,000

長期借入金 22,978,624 25,769,838

リース債務 524,523 404,703

退職給付引当金 604,337 774,983

役員退職慰労引当金 132,743 161,950

資産除去債務 176,806 186,443

その他 337,006 427,996

固定負債合計 29,844,042 30,935,916

負債合計 60,811,149 70,282,802

純資産の部

株主資本

資本金 2,529,135 2,529,135

資本剰余金 4,155,974 4,155,974

利益剰余金 7,940,673 8,715,152

自己株式 △6,026 △6,074

株主資本合計 14,619,756 15,394,188

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △57,202 △99,849

その他の包括利益累計額合計 △57,202 △99,849

新株予約権 8,920 8,920

少数株主持分 － 187

純資産合計 14,571,475 15,303,446

負債純資産合計 75,382,624 85,586,248
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2011年４月１日
　至　2011年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2012年４月１日
　至　2012年９月30日)

売上高 23,670,596 24,361,363

売上原価 17,421,521 18,103,525

売上総利益 6,249,075 6,257,838

販売費及び一般管理費

役員報酬 255,940 264,654

給料手当及び賞与 1,511,250 1,447,915

賞与引当金繰入額 439,118 376,955

退職給付費用 137,449 133,495

役員退職慰労引当金繰入額 18,672 18,047

貸倒引当金繰入額 △7,007 △10,918

のれん償却額 208,278 209,411

その他 1,797,575 1,811,489

販売費及び一般管理費合計 4,361,277 4,251,050

営業利益 1,887,797 2,006,787

営業外収益

受取配当金 29,051 29,901

その他 53,085 19,958

営業外収益合計 82,137 49,860

営業外費用

支払利息 175,357 145,540

支払手数料 15,368 34,527

その他 33,816 41,644

営業外費用合計 224,541 221,712

経常利益 1,745,393 1,834,935

特別利益

固定資産売却益 － 14

投資有価証券売却益 － 1,445

特別利益合計 － 1,460

特別損失

固定資産除売却損 33,379 33,038

投資有価証券売却損 － 2,938

投資有価証券評価損 3,082 5,539

特別損失合計 36,462 41,517

税金等調整前四半期純利益 1,708,931 1,794,878

法人税、住民税及び事業税 704,332 332,932

法人税等調整額 △75,821 461,092

法人税等合計 628,511 794,024

少数株主損益調整前四半期純利益 1,080,420 1,000,854

四半期純利益 1,080,420 1,000,854
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2011年４月１日
　至　2011年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2012年４月１日
　至　2012年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,080,420 1,000,854

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22,131 △42,647

その他の包括利益合計 22,131 △42,647

四半期包括利益 1,102,552 958,206

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,102,552 958,206

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2011年４月１日
　至　2011年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2012年４月１日
　至　2012年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,708,931 1,794,878

減価償却費 3,090,522 3,495,585

のれん償却額 208,278 209,411

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,056 △14,277

受取利息及び受取配当金 △31,845 △31,314

支払利息 175,357 145,540

売上債権の増減額（△は増加） △306,553 13,163

たな卸資産の増減額（△は増加） △87,312 △35,435

リース投資資産の純増減額（△は増加） 564,792 421,472

賃貸資産の純増減額（△は増加） △3,538,578 △5,668,007

仕入債務の増減額（△は減少） △427,806 △755,901

利息及び配当金の受取額 32,308 31,329

利息の支払額 △185,920 △142,859

法人税等の支払額 △221,241 △828,392

法人税等の還付額 256,160 169,062

その他 △937,361 △1,137,445

営業活動によるキャッシュ・フロー 290,674 △2,333,189

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000 －

定期預金の払戻による収入 10,000 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △232,280 △732,227

有形及び無形固定資産の売却による収入 60 103,008

固定資産の除却による支出 △3,362 △2,952

投資有価証券の取得による支出 △27,324 △221,135

投資有価証券の売却による収入 － 36,081

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △1,677,770

その他 42,849 △17,296

投資活動によるキャッシュ・フロー △220,057 △2,512,290

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,250,000 7,192,000

短期借入金の返済による支出 △1,266,700 △4,100,000

コマーシャル・ペーパーの発行による収入 11,500,000 24,000,000

コマーシャル・ペーパーの償還による支出 △10,500,000 △22,500,000

長期借入れによる収入 4,950,000 7,029,000

長期借入金の返済による支出 △5,059,378 △4,729,366

社債の発行による収入 995,431 －

社債の償還による支出 △1,950,000 △920,000

リース債務の返済による支出 △31,581 △30,971

配当金の支払額 △226,376 △226,375

その他 △21,062 △37,776

財務活動によるキャッシュ・フロー △359,667 5,676,509

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △289,051 831,029

現金及び現金同等物の期首残高 2,286,558 1,692,426

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,997,507

※
 2,523,456

EDINET提出書類

株式会社イチネンホールディングス(E04904)

四半期報告書

22/32



【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

(1）連結の範囲の重要な変更

　当第２四半期連結会計期間より、前田機工株式会社の株式取得により同社及びその子会社である株式会社トラ

イアップを連結の範囲に含めております。前田機工株式会社及びその子会社である株式会社トライアップの決算

日は12月31日であり、連結決算日との差は３ヶ月以内であるため、当該連結子会社の事業年度に係る財務諸表を

基礎として連結を行っております。ただし、連結子会社との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整

を行っております。

　また、株式会社ジコーの株式取得により同社及びその子会社である株式会社ジコーテック、株式会社ジコーポリ

マーを連結の範囲に含めております。株式会社ジコー及びその子会社である株式会社ジコーテック、株式会社ジ

コーポリマーの事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

　株式会社ジコーの子会社であるジコーインターナショナルＬＴＤ．は連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であ

り、かつ、全体としても重要性がないため、連結の範囲から除外しております。

　なお、連結の範囲の変更については、当第２四半期連結会計期間の属する連結会計年度の連結財務諸表に重要な

影響を与えます。影響の概要については、「注記事項　企業結合等関係」に記載しております。

(2）持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

【会計方針の変更】

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更

（減価償却方法の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、2012年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

【追加情報】

　当社及び一部の連結子会社は、第１四半期連結会計期間より、連結納税制度を適用しております。

EDINET提出書類

株式会社イチネンホールディングス(E04904)

四半期報告書

23/32



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
（2012年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2012年９月30日）

受取手形割引高 －千円 831,841千円

受取手形裏書譲渡高 － 118,857

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2012年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2012年９月30日）

受取手形 11,688千円 373,833千円

支払手形 295,778 691,419

　３　貸出コミットメント契約

　当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため、前連結会計年度及び当第２四半期連結会計期間にお

いて取引銀行５行及び取引生命保険会社１社と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結しており

ます。これらの契約に基づく当第２四半期連結会計期間の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2012年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2012年９月30日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメン

トの総額
8,700,000千円 9,700,000千円

借入実行残高 － 2,700,000

差引額 8,700,000 7,000,000

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2011年４月１日　至　2011年９月30日）

該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間（自　2012年４月１日　至　2012年９月30日）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2011年４月１日
至　2011年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2012年４月１日
至　2012年９月30日）

現金及び預金勘定 2,007,507千円 2,551,869千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △10,000 △28,413

現金及び現金同等物 1,997,507 2,523,456
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2011年４月１日　至　2011年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2011年６月17日

定時株主総会
普通株式 226,376 9.002011年３月31日2011年６月20日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2011年10月31日

取締役会
普通株式 226,375 9.002011年９月30日2011年12月２日利益剰余金

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2012年４月１日　至　2012年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2012年６月18日

定時株主総会
普通株式 226,375 9.002012年３月31日2012年６月19日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2012年10月30日

取締役会
普通株式 251,52710.002012年９月30日2012年12月３日利益剰余金

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2011年４月１日　至　2011年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

リース
事業

自動車
メンテ
ナンス
受託事業

燃料販売
事業

ケミカル
事業

パーキン
グ事業

機械工具
販売事業

合成樹脂
事業

計

売上高             

外部顧

客への

売上高

11,225,2243,722,5401,359,8295,382,2121,745,579 － － 23,435,386235,21023,670,596－ 23,670,596

             

セグメ

ント間

の内部

売上高

又は振

替高

76,426137,43510,258 － 5,315 － － 229,436 － 229,436(△229,436)－

計 11,301,6503,859,9761,370,0885,382,2121,750,894 － － 23,664,822235,21023,900,032(△229,436)23,670,596

セグメン

ト利益
637,282268,129344,392401,602147,094 － － 1,798,50083,2971,881,7976,0001,887,797

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、卸売自動車用品の販売業務、損害保

険代理店業務並びに不動産の賃貸及び管理等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2012年４月１日　至　2012年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

リース
事業

自動車
メンテ
ナンス
受託事業

燃料販売
事業

ケミカル
事業

パーキン
グ事業

機械工具
販売事業

合成樹脂
事業

計

売上高             

外部顧

客への

売上高

11,664,7973,871,3591,214,0905,343,5831,851,282 － － 23,945,113416,24924,361,363－ 24,361,363

             

セグメ

ント間

の内部

売上高

又は振

替高

72,319156,58624,509 － 2,736 － － 256,151 － 256,151(△256,151)－

計 11,737,1174,027,9461,238,5995,343,5831,854,019 － － 24,201,265416,24924,617,515(△256,151)24,361,363

セグメン

ト利益
768,197286,339320,424368,074149,134 － － 1,892,170108,6162,000,7876,0002,006,787

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、卸売自動車用品の販売業務、損害保

険代理店業務並びに不動産の賃貸及び管理等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　当第２四半期連結会計期間において、前田機工株式会社の株式を取得したことに伴い、同社及びその子会

社１社を新たに連結の範囲に含めております。これにより、「機械工具販売事業」セグメントの資産の金

額は、前連結会計年度の末日に比べ、3,574,603千円増加しております。

　また、株式会社ジコーの株式を取得したことに伴い、同社及びその子会社２社を新たに連結の範囲に含め

ております。これにより、「合成樹脂事業」セグメントの資産の金額は、前連結会計年度の末日に比べ、

3,968,908千円増加しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社は従来、「リース事業」、「自動車メンテナンス受託事業」、「燃料販売事業」、「ケミカル事業」、

「パーキング事業」の５つの報告セグメントとしておりましたが、今後の事業領域の拡大と将来の更なる

企業価値向上のため、2012年８月22日付で前田機工株式会社、2012年９月27日付で株式会社ジコーの株式

を取得し、子会社化いたしました。

　これに伴いセグメントの見直しを行い、当第２四半期連結会計期間より「機械工具販売事業」、「合成樹

脂事業」を含めた７区分に変更いたしました。

　各報告セグメントの概要は、以下のとおりであります。

(1）リース事業 …自動車リース、機器及び各種動産のリース、レンタル業、カーシェ

アリングサービスの提供並びにリース満了車等の処分

(2）自動車メンテナンス受託事業…自動車メンテナンスの受託及びこれに付随する中古自動車の販売

業務、自動車の点検、法定点検及び整備等の自動車整備業

(3）燃料販売事業 …石油燃料の販売及びガソリン給油カードの募集

(4）ケミカル事業 …ケミカル製品（自動車用、機械・設備用、工業用等）の製造・販売

(5）パーキング事業 …来客用駐車場及びコイン駐車場の運営

(6）機械工具販売事業 …機械工具及び自動車整備工具の販売

(7）合成樹脂事業 …合成樹脂製品の設計・製造・販売、合成樹脂の再生加工及び合成

樹脂原料の販売

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、セグメント見直し後の報告セグメントの区分に基

づき作成したものを開示しております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「機械工具販売事業」セグメントにおいて、前田機工株式会社の株式を取得したことに伴い、同社及びそ

の子会社１社を新たに連結の範囲に含めております。これによりのれんが19,218千円増加しております。

　また、「合成樹脂事業」セグメントにおいて、株式会社ジコーの株式を取得したことに伴い、同社及びそ

の子会社２社を新たに連結の範囲に含めております。これによりのれんが937,864千円増加しております。

　なお、当該のれんの金額は取得原価の配分が完了していないため暫定的に算定された金額であります。
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（企業結合等関係）

Ⅰ　取得による企業結合（前田機工株式会社）

１．企業結合の概要

(1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　前田機工株式会社

事業の内容　　　　　機械工具卸売業、自動車整備工具卸売業

(2）企業結合を行った主な理由

　当社グループのお得意先である全国約7,000件の自動車整備工場へ前田機工株式会社の自動車整備工具等

の販売を目指すとともに、当社グループが取り扱う化学品等を同社の約2,000社のお得意先への販売拡大を

目指すためであります。

(3）企業結合日

2012年８月22日

(4）企業結合の法的形式

株式取得

(5）結合後企業の名称

前田機工株式会社

(6）取得した議決権比率

99.96％

(7）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として前田機工株式会社の発行済株式の99.96％を取得したためであります。

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　前田機工株式会社の決算日は12月31日であり、みなし取得日を同社の第２四半期会計期間末である2012年６

月30日としているため、四半期連結損益計算書については前田機工株式会社の業績を含んでおりません。

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 450,667千円

取得に直接要した費用 53,760千円

取得原価 504,427千円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1）発生したのれんの金額

19,218千円

　なお、当該のれんの金額は取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。

(2）発生原因

　企業結合時の時価純資産額が取得価額を下回ったため、その差額をのれんとして認識しております。

(3）償却方法及び償却期間

　投資効果の発現する期間において均等償却する予定であります。

　なお、償却期間につきましては、現在算定中であります。
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Ⅱ　取得による企業結合（株式会社ジコー）

１．企業結合の概要

(1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　株式会社ジコー

事業の内容　　　　　合成樹脂製品の設計・製造・販売

合成樹脂の再生加工及び合成樹脂原料の販売

(2）企業結合を行った主な理由

　既存の事業領域の枠にとらわれず、幅広くお客様に「快適さ」を提供し、社会に貢献できる事業の拡大を目

指すために、当社グループの事業ポートフォリオを変更し、積極的な新規事業セグメントへの参入を図るに

当たり、従来の当社グループには無い事業領域を手掛ける株式会社ジコーを子会社化することで、当社グ

ループの事業領域の拡大と将来の更なる企業価値の向上に資すると判断したためであります。

(3）企業結合日

2012年９月27日

(4）企業結合の法的形式

株式取得

(5）結合後企業の名称

株式会社ジコー

(6）取得した議決権比率

100％

(7）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式会社ジコーの発行済株式の100％を取得したためであります。

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　2012年９月30日をみなし取得日としているため、四半期連結損益計算書については株式会社ジコーの業績を

含んでおりません。

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 1,900,950千円

取得に直接要した費用 94,500千円

取得原価 1,995,450千円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1）発生したのれんの金額

937,864千円

　なお、当該のれんの金額は取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。

(2）発生原因

　企業結合時の時価純資産額が取得価額を下回ったため、その差額をのれんとして認識しております。

(3）償却方法及び償却期間

　投資効果の発現する期間において均等償却する予定であります。

　なお、償却期間につきましては、現在算定中であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2011年４月１日
至　2011年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2012年４月１日
至　2012年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 42円95銭 39円79銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,080,420 1,000,854

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,080,420 1,000,854

普通株式の期中平均株式数（千株） 25,152 25,152

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

2012年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・251,527千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・10円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・2012年12月３日

（注）2012年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

  2012年11月８日

株式会社イチネンホールディングス   

取締役会　御中   

 新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　一之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　秀男　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イチネン
ホールディングスの2012年４月１日から2013年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2012年７月１
日から2012年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2012年４月１日から2012年９月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ
・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イチネンホールディングス及び連結子会社の2012年９月30日現
在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

その他の事項
　会社の2012年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係る
四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が
実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2011年11月９日付けで無限定の結論を表明しており、ま
た、当該連結財務諸表に対して2012年６月５日付けで無限定適正意見を表明している。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告
書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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